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■
発
端
は
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
の
焼
身
自
殺

　

二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
七
日
、
路
上
で
野
菜
を
販
売
し
て
い
た

二
六
歳
の
男
性
（
モ
ハ
メ
ド
・
ブ
ア
ジ
ジ
）
は
、
無
免
許
だ
と
し
て

警
察
官
に
商
品
を
没
収
さ
れ
た
う
え
暴
行
を
受
け
、
焼
身
自
殺
を

図
っ
た
。
こ
の
事
件
が
、
失
業
・
貧
困
に
強
い
不
満
を
持
っ
て
い
た

若
者
層
に
火
を
つ
け
、
反
政
府
デ
モ
が
拡
大
。
一
月
一
四
日
に
ベ
ン

ア
リ
大
統
領
は
国
外
に
脱
出
し
た
。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
ー

ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
が
運
動
の
広
が
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ

と
で
も
注
目
を
集
め
た
。

■
エ
ジ
プ
ト
で
ま
さ
か
の
政
権
崩
壊

　

運
動
は
隣
国
の
エ
ジ
プ
ト
に
も
飛
び
火
し
た
。
一
月
二
五
日
、
民

主
化
運
動
組
織
・
野
党
勢
力
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
た
呼
び
か
け
に
よ

り
カ
イ
ロ
な
ど
各
地
で
反
政
府
デ
モ
が
発
生
、
こ
れ
を
武
力
で
鎮
圧

し
よ
う
と
し
た
政
府
側
と
激
し
い
衝
突
が
生
じ
た
。
以
後
連
日
の
デ

モ
の
な
か
で
、二
月
一
一
日
ム
バ
ラ
ク
大
統
領
が
辞
任
を
表
明
し
た
。

オ
バ
マ
米
大
統
領
は
「
エ
ジ
プ
ト
の
人
々
が
声
を
上
げ
、
そ
の
声
が

受
け
入
れ
ら
れ
た
。
エ
ジ
プ
ト
は
も
う
後
戻
り
は
し
な
い
」
と
、
反

政
権
デ
モ
が
掲
げ
て
き
た
民
主
化
要
求
を
高
く
評
価
し
た
。

■
バ
ー
レ
ー
ン
で
は
武
力
で
鎮
圧

　

イ
ス
ラ
ム
教
ス
ン
ニ
派
の
ハ
リ
フ
ァ
王
家
が
一
八
世
紀
後
半
か
ら

支
配
す
る
バ
ー
レ
ー
ン
で
は
、
二
月
一
四
日
に
デ
モ
が
発
生
。
デ
モ

隊
は
シ
ー
ア
派
住
民
が
中
心
で
、
当
初
の
要
求
は
政
治
改
革
だ
っ
た

が
、当
局
の
鎮
圧
で
死
傷
者
が
出
た
こ
と
で
「
ス
ン
ニ
派
王
政
打
倒
」

へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
バ
ー
レ
ー
ン
政
府
を
支

持
す
る
湾
岸
協
力
会
議
（
Ｇ
Ｃ
Ｃ
：
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、バ
ー
レ
ー

資
料
コ
ラ
ム

中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
反
政
府
運
動
の
諸
相

共
同
通
信
外
信
部
次
長

長
谷
川
健
司
・
監
修

複
雑
に
絡
み
合
う
各
国
の
民
主
化
・
反
政
府
運
動
を
振
り
返
り
、
今
後
を
展
望
す
る
。

は
せ
が
わ　

け
ん
じ　

一
九
八
五
年
東
京
外
国
語
大
学
ペ
ル
シ
ア
語
学
科

卒
、
共
同
通
信
社
入
社
。
テ
ヘ
ラ
ン（
一
九
九
五
〜

九
八
年
）、
ロ
ン
ド
ン（
二
〇
〇
〇
〜
〇
四
年
）、
エ
ル

サ
レ
ム（
〇
六
〜
〇
九
年
）
で
特
派
員
を
務
め
た
。

激
動
の
五
ヵ
月
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ン
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
オ
マ
ー
ン
、
カ
タ
ー
ル
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
）

が
三
月
一
四
日
、
バ
ー
レ
ー
ン
に
治
安
部
隊
を
派
遣
し
軍
事
介
入
。

バ
ー
レ
ー
ン
の
ハ
マ
ド
国
王
は
一
五
日
、
非
常
事
態
令
を
出
し
、
翌

日
に
は
治
安
当
局
が
真
珠
広
場
を
制
圧
し
た
。

　

シ
ー
ア
派
の
イ
ラ
ン
・
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ド
大
統
領
は
一
六
日
、

バ
ー
レ
ー
ン
王
政
を
批
判
し
、
駐
バ
ー
レ
ー
ン
大
使
を
召
還
し
た
。

ま
た
イ
ラ
ク
で
は
一
七
日
、
シ
ー
ア
派
強
硬
派
指
導
者
サ
ド
ル
師
の

呼
び
か
け
に
よ
り
首
都
バ
グ
ダ
ッ
ド
な
ど
で
数
千
人
が
抗
議
デ
モ
を

実
施
、
事
態
は
ス
ン
ニ
派
対
シ
ー
ア
派
の
宗
派
対
立
の
様
相
を
呈
し

て
い
る
。
バ
ー
レ
ー
ン
に
海
軍
第
五
艦
隊
司
令
部
を
置
く
米
国
は
事

実
上
、
Ｇ
Ｃ
Ｃ
の
軍
事
介
入
を
黙
認
し
て
い
る
。

　

隣
国
サ
ウ
ジ
で
は
三
月
一
一
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
「
怒
り

の
日
」
と
名
付
け
た
大
規
模
デ
モ
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
が
、
治
安
部

隊
が
厳
戒
、
一
部
シ
ー
ア
派
住
民
の
小
規
模
デ
モ
に
と
ど
ま
っ
た
。

■
内
戦
が
長
期
化
す
る
リ
ビ
ア

　

リ
ビ
ア
で
は
二
月
中
旬
よ
り
東
部
を
中
心
に
反
政
府
デ
モ
が
激
化

し
、
一
部
軍
隊
も
同
調
。
三
月
上
旬
に
は
各
勢
力
が
糾
合
し
て
政
権

打
倒
を
訴
え
る
暫
定
政
権「
国
民
評
議
会
」を
樹
立
し
た
。
カ
ダ
フ
ィ

政
権
は
武
力
に
よ
り
徹
底
抗
戦
。い
ま
も
内
戦
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

政
権
側
の
攻
撃
に
対
し
て
は
、
三
月
一
七
日
の
国
連
安
保
理
決
議

採
択
を
経
て
、
一
九
日
米
英
仏
軍
が
空
爆
を
行
っ
た
。
当
初
よ
り
軍

事
介
入
に
積
極
的
な
英
仏
に
対
し
、
国
内
に
「
内
政
不
干
渉
」
を
掲

げ
る
中
露
は
介
入
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
依
然
と
し
て
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
に
軍
を
展
開
し
て
い
る
米
国
も
軍
事
介
入
に

は
比
較
的
慎
重
で
あ
り
、
介
入
後
の
三
月
末
に
は
指
揮
権
を
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
に
移
譲
し
て
い
る
。

「
革
命
」
は
時
に
象
徴
的
な
ヒ
ー
ロ
ー
を
生
み
出
す
。
グ
ー
グ
ル
社
で
中

東
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域
の
担
当
幹
部
で
あ
っ
た
ワ
エ
ル
・
ゴ
ニ
ム
（W

ael 
G

honim

）
氏 

は
、
ま
さ
に
そ
の
一
人
で
あ
ろ
う
。
三
〇
歳
の
エ
ジ
プ
ト

人
で
あ
る
彼
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
通
じ
て
反
ム
バ
ラ
ク
政
権
運
動
を

呼
び
か
け
て
い
た
が
、
一
月
二
七
日
に
突
如
行
方
不
明
と
な
る
。
実
は
秘

密
警
察
に
拘
束
さ
れ
て
お
り
、
釈
放
後
の
二
月
七
日
、
そ
の
詳
細
を
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
明
か
し
た
こ
と
で
、
反
政
府
運
動
が
さ
ら
に
激
化
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
よ
る
革
命
を
印
象
づ
け
る
人
物
と
な
っ
た
。
四
月
末
に
は
グ
ー
グ
ル

を
一
時
離
職
し
、
エ
ジ
プ
ト
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
設
立
す
る
計
画
を
発
表
し
た
。

2月8日タハリール広場で
人々の声援に応えるゴニム氏

（写真：AP ／アフロ）

革命のシンボル
ワエル・ゴニム
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■
チ
ュ
ニ
ジ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
の
選
挙

　

独
裁
政
権
を
打
倒
し
民
主
化
を
実
現
し
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
エ
ジ
プ

ト
で
は
今
年
夏
以
降
、
議
会
や
大
統
領
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
は
こ
の
選
挙
が
瑕
疵
な
く
実
施
さ
れ
、
正
統
性
の
あ
る
政
権
が

誕
生
す
る
か
が
試
金
石
だ
。

　

そ
の
後
は
革
命
の
「
内
実
」
が
問
わ
れ
る
。
安
定
的
な
政
治
運
営

と
国
民
の
生
活
水
準
の
向
上
な
ど
に
向
け
た
諸
改
革
の
実
施
が
ど
の

程
度
進
む
の
か
。　

■
宗
派
対
立
の
国
際
化
が
懸
念
さ
れ
る
バ
ー
レ
ー
ン

　

Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国
の
介
入
も
あ
り
、
バ
ー
レ
ー
ン
情
勢
は
一
応
の
小
康

状
態
が
保
た
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
次
の
デ
モ
を
通
じ
て
ス
ン
ニ

派
対
シ
ー
ア
派
の
対
立
の
構
図
が
鮮
明
に
な
っ
た
こ
と
で
、
国
内
に

少
数
派
と
し
て
シ
ー
ア
派
を
抱
え
る
湾
岸
諸
国
と
シ
ー
ア
派
大
国
イ

ラ
ン
と
の
緊
張
関
係
は
、
し
ば
ら
く
続
き
そ
う
だ
。
イ
ラ
ン
へ
の
警

戒
心
を
隠
さ
な
い
ア
メ
リ
カ
が
、
今
後
湾
岸
諸
国
で
の
民
主
化
要
求

運
動
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
も
注
目
さ
れ
る
。

■
対
テ
ロ
最
前
線
の
イ
エ
メ
ン
も
混
乱

　

イ
エ
メ
ン
は
民
主
化
要
求
デ
モ
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
以
前
か

ら
ア
ル
カ
イ
ダ
系
組
織
「
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
ア
ル
カ
イ
ダ
」（
Ａ
Ｑ

Ａ
Ｐ
）
が
活
発
に
活
動
す
る
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
の
対
テ
ロ
戦
争
の
最

前
線
と
な
っ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
ア
メ
リ
カ
は
昨
年
、
イ
エ
メ
ン

に
対
し
て
一
億
三
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
経
済
援
助
、
一
億
七
〇
〇
〇
万

ド
ル
の
軍
事
援
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国
が
介
入
し
、
サ
レ
ハ
大
統
領
の
一
ヵ
月
以
内
の
退
陣

今
後
の
注
目
ポ
イ
ン
ト

一
九
三
六
年
生
ま
れ
。
五
七
年
カ
イ
ロ
大
学
で
法
律
学
の
学
位
を
取
得
し
、

外
務
省
に
勤
務
。
駐
イ
ン
ド
大
使
、
駐
国
連
大
使
な
ど
を
経
て
、
ム
バ
ラ

ク
政
権
下
の
一
九
九
一
〜
二
〇
〇
一
年
に
外
務
大
臣
、
〇
一
年
か
ら
ア
ラ
ブ
連

盟
事
務
局
長
を
務
め
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
批
判
な
ど
歯
に
衣
着
せ
ぬ
発
言
で
、

国
民
か
ら
の
人
気
も
高
い
。
二
月
二
七
日
、
次
期
大
統
領
選
へ
の
出
馬
を

表
明
し
、
有
力
候
補
と
な
っ
て
い
る
。

キ
ー
パ
ー
ソ
ン

ア
ム
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ム
ー
サ

エ
ジ
プ
ト
元
外
相
、
ア
ラ
ブ
連
盟
事
務
局
長
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を
軸
と
し
た
調
停
案
を
作
成
し
た
が
、
政
府
、
反
政
府
勢
力
が
と
も

に
拒
否
す
る
な
ど
、
安
定
化
へ
の
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。

■
衝
突
続
く
シ
リ
ア

　

三
月
中
旬
以
降
反
政
府
デ
モ
が
波
及
し
た
シ
リ
ア
で
は
、
当
初
は

半
世
紀
続
い
た
非
常
事
態
令
の
撤
廃
を
決
定
す
る
な
ど
、
ア
サ
ド
政

権
側
か
ら
の
懐
柔
策
が
試
み
ら
れ
た
も
の
の
、
南
部
ダ
ル
ア
を
中
心

に
運
動
が
激
化
。
政
府
は
四
月
二
五
日
か
ら
国
軍
を
投
入
し
、
徹
底

し
た
武
力
弾
圧
へ
と
舵
を
切
っ
た
。
状
況
が
沈
静
化
す
る
兆
し
は
見

え
て
い
な
い
。
敵
対
す
る
隣
国
イ
ス
ラ
エ
ル
も
シ
リ
ア
の
混
乱
を
不

安
視
し
て
い
る
。

■
リ
ビ
ア
の
出
口

　

カ
ダ
フ
ィ
政
権
と
ア
ブ
ド
ル
ジ
ャ
リ
ル
氏
率
い
る
国
民
評
議
会
と

の
衝
突
は
膠
着
状
態
に
入
っ
た
。
国
際
社
会
の
軍
事
介
入
も
含
め
、

い
っ
そ
う
の
長
期
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
■1949 年生まれ。米ミシガン州立大学卒業。1994

年から情報庁長官、2009 年から対外連絡・国際
協力書記（外務大臣）を務めるなど、長くカダフィ
政権の中枢であったが、3 月30日、英国に脱出し、
政権離脱を表明した。政権内部との人脈と通じてお
り、今後の展開次第では、国際社会との接点として
重要な役割を果たす可能性もある。

一
九
五
二
年
生
ま
れ
。
七
五
年
リ
ビ
ア
大
学
卒
業
。
カ
ダ
フ
ィ
政

権
下
で
司
法
書
記
（
法
務
大
臣
に
相
当
）
を
務
め
た
が
、
反
政

府
デ
モ
に
対
す
る
政
府
の
対
応
に
抗
議
し
辞
任
。
三
月
初
め
に

国
民
評
議
会
議
長
に
就
任
し
た
。
カ
ダ
フ
ィ
政
権
が
倒
れ
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
新
政
権
の
核
と
な
る
可
能
性
の
高
い
人
物
。

キ
ー
パ
ー
ソ
ン

ム
ス
タ
フ
ァ
・
モ
ハ
メ
ド
・

ア
ブ
ド
ル
ジ
ャ
リ
ル

国
民
評
議
会
議
長
と
し
て

反
政
府
勢
力
を
統
括

キーパーソン
ムーサ・クーサ
政権を離脱した
リビア前外相




